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2022年10月6日

阪急阪神ホールディングス株式会社
人事総務室 サステナビリティ推進部 社会貢献担当

平野 里美

～未来を担うこども達を応援～
「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト」
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阪急阪神ホールディングス株式会社

連結売上高：7,462億円
（2022年3月末）
連結従業員数：22,869人
（同上）
グループ会社数：109社5団体
（同上）
創立：1907年10月



当社グループらしい特色のあるSDGsの達成に向けた活動
阪急阪神ホールディングスグループ全体で、
さらなる社会･地域への貢献活動を推進するため､
2009年4月より開始した社会貢献プロジェクト

【基本方針】
阪急阪神沿線を中心に、

私たち一人ひとりが関わる地域において、
「未来にわたり住みたいまち」を
つくることを目指します。

「次世代の育成」
未来の地域社会を担う
こども達が、
夢を持って
健やかに成長する
機会を創出

「地域環境づくり」

地域コミュニティが
安全・安心かつ文化的で、
環境に配慮しながら
発展する
持続可能なまちづくり

【重点領域】

シンボルマーク
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【３つの協働】
①

グループ各社の
社会貢献活動の
認定・促進制度
＜グループ企業＞

②
｢未来のゆめ・まち基金｣
による市民団体支援
＜地域社会(ＮＰＯ等)＞

③
従業員・OBの
ボランティア応援
＜従業員＞

グループ社会貢献活動「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト」



・2021年度は、オンライン形式で14社・26プログラムに小学生694名を無料で招待。（応募数6,858名）
・新たに全員参加型の絵画募集プログラムを実施し、応募作品は車内ポスターや梅田駅のパネルに掲出
・過去累計415プログラムに約18,445名を招待し、生きた学びの機会を提供。
【受賞歴】令和２年度（2020年度）文部科学省「青少年の体験活動推進企業表彰」における

文部科学大臣賞受賞 他多数

・2010年より、都市交通・ 不動産開発・ホテル・エンタテインメント等、
多岐にわたるグループの実際の事業現場で、夏休みに小学生が様々な仕事にチャレ
ンジする体験学習プログラムを、鉄道沿線市町の教育委員会の後援を受けて展開。

社会体験型キャリア教育プログラム

「阪急阪神 ゆめ･まちチャレンジ隊」

4



出張授業型キャリア教育プログラム

「阪急 ゆめ･まち わくわくWORKプログラム」

・2021年度は、59校・約5,000名の小学生に授業を実施。
・2021年度末累計295校、約25,000名の小学生に、さまざまな仕事への関心を高める機会を提供。
【受賞歴】 2017年度経済産業省「キャリア教育アワード」における経済産業大臣賞（大賞）受賞

令和２年度（2020年度）文部科学省「青少年の体験活動推進企業表彰」における
文部科学大臣賞受賞

阪急電鉄の創業者である小林一三が、どのような苦労と工夫を重ねてまちの
発展に尽力してきたかを学ぶともに、身近なまちを支えるさまざまな仕事と
児童自身の興味とのつながりに気づく、小学校高学年向けのキャリア教育プログラム。
阪急電鉄の課長職が講師として学校に出向く出張授業として実施。
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・新型コロナウイルス感染症拡大を受け、2020年度より実施。2021年度は、グループ
会社や 沿線の市民団体等と協働して、ZoomとYouTube Liveを使った全14種類の
オンライン型体験学習プログラム(無料)を実施。地域や社会において学ぶ機会が減って
いる春休みの小学生に向けて、自宅から安全に参加できる“学び”の場を提供。
・SDGsについて学ぶ内容や、動画を用いて従業員が車両工場を案内する内容、
音楽や茶道に親しむなど多彩なプログラムを展開。

プログラム内容イメージ

オンライン体験学習型プログラム

「ゆめ・まち×スタジモ こども学びウィーク」

阪急西宮ガーデンズ本館
5Fにある「スタジモにしのみ
や」を運営する㈱いきいきラ
イフ阪急阪神と共催

沿線コミュニティベース
「スタジモにしのみや」
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オンライン体験学習型プログラム

「ゆめ・まち×スタジモ こども学びウィーク」

・2021年度は685名の小学生を募集。満足度93％
・グループ会社の他、沿線の市民団体等から講師を招き、まちで活躍する大人達から授業を受ける形式
・事前にキットやワークシートを郵送して、オンラインでも出来るだけリアルな体験を提供する
・オンライン開催のため、広域からの参加あり（沿線外からの参加者20％弱）
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より多くのこども達に、SDGsを通じて未来について主体的に考える機会を提供することを
目的に、2019年度より運行している特別企画列車「SDGsトレイン」の車内ポスターを
活用して教材データと映像を制作し、2020年4月より無償公開。
ドリルを活用してこども達向けのプログラムもオンライン・対面ともに実施。

（上）SDGsドリルを活用したイベントの様子。
（左）SDGsを達成するために自分ができるこ
とをイラストにする

こども向けSDGｓコンテンツ
「ゆめ・まち SDGsドリル」
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①次世代育成活動の継続と深化
⇒取組みの継続・内容の充実
グループ会社や地域の市民団体等、地域との連携 等

②社会情勢に合わせた開催手法の検討
⇒リアルな体験の場の提供とオンラインコンテンツとの併用 等

こども達の夢と未来を広げるために

③SDGｓ浸透に向けた取組の推進
⇒当社主催イベントやSDGｓに関連する外部イベントでの

SDGｓドリルの継続活用、教員と連携した教育現場での
実施強化 等
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ご清聴ありがとうございました

阪急阪神ホールディングス株式会社
人事総務室 サステナビリティ推進部（社会貢献担当）
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